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場
　
所
　
県
環
境
科
学
研
究
所
（
富
士
吉

田
市
上
吉
田
字
剣
丸
尾
5
5
9
7
－
1
）

対
　
象
　
小
学
生
以
上

※
中
学
生
以
下
は
保
護
者
が
同
伴
し
て

く
だ
さ
い
。

定
　
員
　
2
4
名

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

内
　
容

①
木
の
実
な
ど
を
使
っ
て
炭
作
り

②
葛
か
ご
作
り
（
炭
入
れ
）

③
炭
に
つ
い
て
の
講
義

申
込
開
始
日
　
1
0
月
2
7
日
（
木
）

申
込
・
間
合
先

県
環
境
科
学
研
究
所
　
環
境
教
育
・

情
報
担
当

℡
0
5
5
5
（
7
2
）
6
2
0
3

予
告
∴
∴
∴
ン
千
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

二

1

　

）

字

詰

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

濃
霧
周
な
ん
で
も
無
料
相
談

日
　
時
　
1
0
月
2
4
日
（
目
）

9
時
～
1
5
時
5
0
分

場
　
所
　
甲
府
地
方
法
務
局
4
階

（
甲
府
市
北
口
1
－
2
－
1
9
）

相
談
内
容

○
不
動
産
登
記
、
会
社
な
ど
の
登
記
手

続
き
に
関
す
る
こ
と

○
成
年
後
見
に
関
す
る
こ
と

○
婚
姻
、
離
婚
、
養
子
縁
組
な
ど
の
戸

籍
に
関
す
る
こ
と

○
帰
化
な
ど
の
国
籍
に
関
す
る
こ
と

○
家
賃
の
支
払
い
な
ど
の
供
託
に
関
す

る
こ
と

○
女
性
、
子
ど
も
、
高
齢
者
に
対
す
る

虐
待
、
い
じ
め
、
セ
ク
ハ
ラ
な
ど
の

人
権
問
題
に
関
す
る
こ
と

間
合
先

甲
府
地
方
法
務
局

℡
0
5
5
（
2
5
2
）
7
1
5
3

鯨
顕
書
士
に
よ
る

「
輩
話
l
1
0
番
」
の
開
設

『
遺
言
状
や
相
続
の
こ
と
』
、
『
畑
や

田
に
家
を
建
て
た
い
』
、
『
在
留
許
可

申
請
や
帰
化
申
請
で
困
っ
て
い
る
』
、

『
事
業
経
営
の
事
務
代
行
を
頼
み
た

い
』
な
ど
で
お
困
り
の
方
は
お
電
話
く

だ
さ
い
。

日
　
時
　
1
0
月
4
日
（
月
）
～
6
日
（
水
）

1
0
時
～
1
6
時

場
　
所
　
県
行
政
書
士
会
事
務
局

（
甲
府
市
丸
の
内
2
－
1
4
－
B
）

間
合
先

県
行
政
書
士
会
事
務
局

℡
0
5
5
（
2
3
7
）
2
6
0
1

高
徳
科
法
律
相
談
会

借
金
問
題
、
成
年
後
見
な
ど
で
お
困

り
の
方
は
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
　
時
　
1
0
月
9
日
（
土
）
1
3
時
～
1
6
時

場
　
所
　
富
士
河
口
湖
町
中
央
公
民
館

（
富
士
河
口
湖
町
船
津
1
7
4
7
）

申
込
・
間
合
先

県
司
法
書
士
会
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

℡
0
5
5
（
2
5
3
）
2
3
7
6

三
悪
訴
登
記
無
料
相
談
会

日
　
時
　
1
0
月
9
日
（
土
）
1
0
時
～
1
6
時

場
　
所

大
月
市
民
会
館
4
階

（
大
月
市
御
太
刀
2
－
日
1
2
2
）

相
談
内
容

○
土
地
、
建
物
の
表
示
に
関
す
る
こ
と

○
土
地
の
地
目
変
更
に
関
す
る
こ
と

○
建
物
の
表
題
登
記
、
減
失
登
記
に
関

す
る
こ
と

○
土
地
の
境
界
に
関
す
る
こ
と

間
合
先
　
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

℡
0
5
5
（
2
2
8
）
1
3
1
1

爆
下
一
斉
無
料
相
談
会

日
　
時
　
1
0
月
1
6
日
（
土
）
1
0
時
～
1
6
時

会
　
場

下
吉
田
コ
ミ
ュ
一
一
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（
富
士
吉
田
市
下
吉
田
8
8
6
）

間
合
先
　
県
行
政
書
士
会

℡
0
5
5
（
2
3
7
）
2
6
0
1

豊

里

－

前

半

S

S

i

三
言

技
能
検
定
（
建
染
大
工
・

・
鋼
橋
塗
装
　
他
）

国
家
試
験
後
期
技
能
検
定
の
受
け
付

け
が
始
ま
り
ま
す
。

受
付
期
間
　
1
0
月
8
日
（
金
）
ま
で

受
付
時
間
　
1
0
時
～
1
5
時

検
定
料
　
実
技
試
験
　
1
6
、
5
0
0
円

学
科
試
験
　
　
3
、
1
0
0
円

試
験
日
　
各
検
定
科
目
に
よ
っ
て
異
な

り
ま
す
。

※
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

場
　
所
　
富
士
吉
田
職
業
訓
練
協
会

（
富
士
口
田
市
大
明
見
8
6
2
）

申
込
・
間
合
先

富
士
吉
田
職
業
訓
練
協
会

℡
0
5
5
5
（
2
2
）
5
2
1
4

玉

堂

鼠

1

義
輝
謹
罵
ッ
ト
」

子
育
て
中
の
保
護
者
な
ど
の
不
安
や

負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
子
育
て
に

関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
提
供
を
行
う

「
や
ま
な
し
子
育
て
ネ
ッ
ト
」
を
開
設
し

て
い
ま
す
。

掲
載
内
容

菓
情
報
提
供
コ
ー
ナ
ー

○
県
や
市
で
行
っ
て
い
る
子
育
て
に
関

す
る
各
種
行
政
サ
ー
ビ
ス

○
保
育
所
や
児
童
館
、
地
域
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
な
ど
の
子
育
て
支
援
施
設

○
子
育
て
サ
ー
ク
ル
や
支
援
団
体
、
子

育
て
に
関
す
る
相
談
窓
口

菓
相
談
・
掲
示
板
コ
ー
ナ
ー

○
子
育
て
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み

や
相
談
ご
と

○
子
育
て
サ
ー
ク
ル
の
イ
ベ
ン
ト
情
報

な
ど
が
書
き
込
め
る
「
パ
パ
マ
マ
伝

言
板
」
を
設
置

U
R
T
　
言
古
ミ
ミ
ミ
ミ
p
「
①
富
y
a
∋
a
⊃
a
∽
≡

」
p
＼
k
O
S
O
d
a
H
の
＼

聞
合
先
　
県
児
童
家
庭
課

℡
0
5
5
（
2
2
3
）
1
4
5
6

－
－
番
ど
も
へ
の

虚
構
に
気
づ
い
た
ら
…

児
童
虐
待
は
、
子
ど
も
の
心
身
の
成

長
や
、
人
格
形
成
に
重
大
な
悪
影
響
を

与
え
る
た
め
、
で
き
る
だ
け
早
く
発
見

し
て
保
護
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

児
童
虐
待
を
疑
わ
せ
る
よ
う
な
状
況
に

お
気
づ
き
の
方
は
、
福
祉
課
　
子
育
て

支
援
担
当
ま
た
は
、
児
童
相
談
所
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

連
絡
を
い
た
だ
い
た
方
の
秘
密
は
堅

く
守
り
ま
す
。

連
絡
先

い
き
き
プ
ラ
ザ
都
督
内
　
福
祉
課

子
育
て
支
援
担
当
℡
（
飾
）
5
1
1
1

都
留
児
童
相
談
所

℡
（
4
5
）
7
8
3
8

℡
（
4
5
）
7
8
9
8
（
夜
間
、
休
日
）

÷

∵

∴

：

∴

∵

∴

ニ

　

　

　

　

ー

2

4

一
鮭
器
用
火
災
警
報
器

消
防
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
一
般

住
宅
や
共
同
住
宅
に
住
宅
用
火
災
警
報

器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

新
築
の
住
宅
に
つ
い
て
は
、
平
成
1
8

年
6
月
1
日
か
ら
設
置
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
既
存
の
住
宅
（
平
成

1
8
年
5
月
3
1
日
以
前
に
確
認
申
請
を

行
っ
た
も
の
）
に
つ
い
て
は
、
平
成
2
3

年
5
月
3
1
日
ま
で
に
火
災
警
報
器
を
設

置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

大
切
な
「
命
」
や
「
財
産
」
を
守
る
た
め

に
、
ま
だ
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置

し
て
い
な
い
住
宅
は
、
で
き
る
だ
け
早

く
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

間
合
先
　
県
消
防
防
災
課

℡
0
5
5
（
2
2
3
）
1
4
3
0

義
損
建
築
防
止
週
間

1
0
月
1
0
日
の
日
曜
日
か
ら
的
目
の
土

曜
日
ま
で
の
7
日
間
は
「
違
反
建
築
防

止
週
間
」
で
す
。
期
間
中
、
県
内
全
域

で
一
斉
公
開
建
築
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

し
ま
す
。

県
や
市
の
職
員
な
ど
が
、
建
築
工
事

現
場
へ
の
立
入
調
査
を
行
い
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

建
築
物
の
新
築
や
増
築
を
行
う
と
き

に
は
、
原
則
と
し
て
事
前
に
建
築
確
認

を
受
け
、
完
成
時
に
は
完
成
検
査
を
受

け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
工
事
中
の
計
画
変
更
は
事
前

手
続
き
が
必
要
で
あ
る
と
と
も
に
、
建

築
物
の
規
模
や
用
途
に
よ
っ
て
は
、
申


